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はじめに 

 

近年、我が国の造船業界を取り巻く環境は、円高の是正傾向が見られるものの、依然として厳

しい経営環境が続いており、世界的に建造能力が過剰状態にあるなか、諸外国との熾烈な競争が

続き、とりわけ中小型造船所の経営に大きな影響を与えています。 

 

この大競争時代に打ち勝つには、経営の合理化を図ると共に、国際競争力を強化し、国内外に

新たな市場を開拓していく必要がありますが、従来、日本の中小型造船所は Bulk Carrier や

Tanker に代表される太宗船を中心に船種、船型等を絞り込み、同型船として建造を特化してき

たため、新たな船種、船型等の研究開発に取り組む機会、時間的余裕が極めて少なく、自社単独

でこれらに対応できる設計技術者を育成し、対策を取ることが困難な状況にあります。 

 

また、平成 23年に当会の会員造船所を対象に行った調査では、平成 20年の調査と比べて 20

歳～30歳台の設計技術者が大幅に増えているものの、経験豊富な 40歳～50歳台の設計技術者が

極端に不足していることが分かりました。 

 

これらの諸問題に対応するには、50 歳台後半～60 歳台の熟練設計技術者が持っている設計ノ

ウハウを早急に次世代に継承し、新商品の船舶を白紙から企画、設計することが出来る中堅設計

技術者の育成が喫緊の課題となっています。 

 

これらの問題に対処するため、日本財団の多大なるご理解とご支援をたまわり、平成 24 年度

から「造船所の設計技術者の育成」事業を３ヵ年計画で実施しております。 

 

本事業では、長年大手造船所の設計業務に従事した豊富な経験と実績を有する方々に講師をお

願いし、研修を効率的に進めるため、講義と演習を取り入れた短期集中講座方式を採用して新需

要に対応する高度な設計技術を身に付けた中堅設計技術者を育成しています。 

 

詳細は以下各章をご参照ください。 
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1. 事業実施概要 

1-1 講座の目的 

 基本設計の錬度を上げる事に加え受講者が設計した船の仕様書作成、船価見積もり、市場との

比較、運行採算計算等の経済性評価に関する学習を行うことにより競争力のある船を基本計画す

る力を養成する。 

 

1-2 講座の進め方 

○ 講師陣は、長年大手造船所の設計業務に従事し豊富な経験と実績を有し高度な技術力を備えた

方々にお願いした。 

○ また、海運会社から講師を招聘し、海運実務について講義をお願いした。 

○ 講座は効率的に進めるために短期集中方式とし、１回５日間の講座を年間３回実施した。 

また、当初４カ年計画を３カ年計画に変更したことに伴い、理解不足を補うため、NAPA補講

講座を１回２日間、補講講座を１回３日間実施した。 

○ 講座は講義だけでなく演習も取り入れ、受講者自ら考え、作業を行いしっかり身に付く方式を

採用した。 

○ 講座は、受講者の関心を保持、高めるために基本的に午前中講義、午後演習を原則とした。 

 

1-3 講師陣及び担当講座 

第１回講座（通算 4回目）（於：尾道造船株式会社） 

担当講師 講義名 

山上和政（学識経験者） 

加戸正治（一般財団法人日本船舶技術協会） 

主要目表の評価、経済性の評価、馬力計算 

コスト、マーケット船価との比較評価、 

運航採算計算 

佐々木紀幸（株式会社MTI） 
馬力計算 

HOPE Lightを利用した船型の最適化 

砂畑公一郎（日本郵船株式会社） 外航海運での造船事情概要 

大井田正人（株式会社商船三井） 顧客、荷主等の要望を踏まえた海運事情 

伊井剛（川崎汽船株式会社） 船舶における環境・技術対応 

 

NAPA補講講座（於：NAPA Japan株式会社） 

担当講師 講義名 

益井崇好（NAPA Japan株式会社） 

遥山誠（NAPA Japan株式会社） 
船型形状変更、区画定義、積付計算 
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第２回講座（通算 5回目）（於：株式会社渡辺造船所） 

担当講師 講義名 

山上和政（学識経験者） 塗装計画 

加戸正治（一般社団法人日本中小型造船工業会） 船体艤装計画 

佐々木紀幸（株式会社MTI） 性能計画 

安東明俊（株式会社ジャパンマリンユナイテッド） 船殻構造設計 

益井崇好（NAPA Japan株式会社） 

遥山誠（NAPA Japan株式会社） 
総合計算、損傷時復原性計算 

高石龍夫（株式会社マリタイムイノベーションジャパン） 機関、電気艤装計画 

 

補講講座（於：リファレンス博多貸会議室） 

担当講師  講義名 

山上和政（学識経験者） 

加戸正治（一般社団法人日本中小型造船工業会） 
船舶算法 

佐々木紀幸（株式会社MTI） 性能計画 

益井崇好（NAPA Japan株式会社） 

遥山誠（NAPA Japan株式会社） 
NAPA計算、損傷時復原性計算 

 

第３回講座（通算 6回目）（於：北日本造船株式会社） 

担当講師 講義名 

山上和政（学識経験者） 基本計画法 

加戸正治（一般社団法人日本中小型造船工業会） 課題演習、日本の海洋開発 

佐々木紀幸（株式会社MTI） 性能計画（CFDの活用と線図作成） 

安東明俊（株式会社ジャパンマリンユナイテッド） 船殻構造設計 

谷川文章（株式会社日本能率協会コンサルティング） 生産性特論 

岸本雅裕（独立行政法人海上技術安全研究所） 海洋油田関連船舶の概要 

 

1-4 受講生 

北日本造船株式会社、墨田川造船株式会社、株式会社 JMUアムテック、尾道造船株式会社、 

株式会社神田造船所、中谷造船株式会社、旭洋造船株式会社、浅川造船株式会社、 

南日本造船株式会社、下ノ江造船株式会社、佐伯重工業株式会社、株式会社渡辺造船所、 

株式会社大島造船所 （以上、13社 13名） 
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1-5 カリキュラム 

表 1-1.第１回講座（通算 4回目）カリキュラム 

 

表 1-2.NAPA補講講座カリキュラム 

 

表 1-3.第２回講座（通算 5回目）カリキュラム 

 

表 1-4.補講講座カリキュラム 

 

表 1-5.第３回講座（通算 6回目）カリキュラム 

 

6月17日 6月18日 6月19日 6月20日 6月21日

（月） (火) （水） (木) （金）

山上講師・加戸講師

/NYK・MOL・KL講師

目　　　標

8:00～12:00 自己紹介 HOPEパワリング説明 見積実習（演習） 経済性検討結果の発表と質疑 8時～10時

講習会の予定説明 ・パワリング修正 ・見積資料作成 ・計画船のプレゼン 工場見学・感想文記入

主要目表の評価（講義） 　 ・コスト見積 ・経済性評価 10時～12時

・主要目表の評価 概略仕様書の作成（演習） ・マーケット船価との比較評価 Hope Lightを利用した船型の最適化

・自己評価表の結果まとめ ・概略仕様書の作成 　

　 ・Deviation Listの作成（必要に応じて） ・見積結果発表

13:00～17:00 主要目表の修正（演習） 概略仕様書の作成（演習） 運航採算計算（演習） 海運実務講演 感想文提出

・計算書修正 ・仕様書作成発表 ・運航採算計算データ設定 ・外航海運での造船事情概要

・配置図修正 　 ・運航採算計算 ・顧客・荷主等の要望を踏まえた海運事情

仕様書の説明（講義） 経済性評価(講義） ・運航採算評価表作成 ・船舶における環境・技術対応

・概略仕様書の作成 　 　

　 　 ・運航採算発表 　

担当講師

月　　　日
平

成
2
5
年

度
第

１
回

講
座

（
通
算

第
４
回

） 平成24年度第３回講座で作成した基本計画の仕様書、見積書を作成し、経済的評価を行い、性能だけでなく、経済性にも配慮した船を計画する。

山上講師・加戸講師 山上講師・加戸講師・佐々木講師 山上講師・加戸講師 山上講師・佐々木講師

9月12日 9月13日

(木) （金）

目　　　標

8:00～12:00 講習会のオリエンテーション 損傷時復原性計算（確率論、乾貨物船対象）

船体形状変更の復習（Hull Transform)

区画定義の復習（講義）

区画定義の復習（演習） 　

　

　 　

13:00～17:00 区画定義の復習（演習） 損傷時復原性計算（確率論、乾貨物船対象）

積付、復原性、縦強度計算の復習 各自モデルの修正

質疑応答

平
成
2
5
年
度
N
P
A
補
講
講
座

月　　　日

担当講師 安東講師・加戸講師・山上講師
安東講師・加戸講師・山上講師・
ＮＡＰＡ（益井講師、遥山講師）

NAPAを使用しての諸検討を行うことができるレベルに達する

10月7日 10月8日 10月9日 10月10日 10月11日

（月） (火) （水） (木) （金）

目　　　標

8:00～12:00 　 船殻重量計算 船殻、NAPA検討状況発表 機装・電装（講義） ３ＤＣＡＤの活用（講義）

講習会のオリエンテーション ・重量計算 　 ・機装設計 　

前回復習と評価（講義） ・重心、重量分布計算 外ぎ装（講義） ・電装設計 要目表、仕様書、見積書、修正（演習）

艤装課題選定 　 ・外艤装艤装数（演習） 　 　

船殻基本構造の説明（講義） 　 ・係留計算（演習） 　 次回課題発表、説明

　 　 ・係留計画 講習発表

13:00～17:00 船殻構造（演習） NAPA計算（演習） 管ぎ装（講義、演習） 性能計画（講義、演習） 講習発表

・中央断面図作成 ・i/y計算に基ずく縦強度計算 ・管システム、管抵抗計算（講義、演習） ・要目最適化の演習

・i/y計算 ・要すれば計画修正 ・ＣＯ，ＷＢPIPING　ＤＩＡＧＲＡＭ作成（演習） ・減速運転に適した船型・プロペラ 感想文、自己評価作成、提出

・中央重量計算 　 塗装（講義） ・EEDI改善方法 　

・縦強度計算 ・Damaged Stability計算 ・塗装一般 　 　

　 ・PSP概論 　

安東講師、加戸講師・山上講師 佐々木講師・加戸講師

平成24年度講座及び第１回講座で作成した基本計画、仕様書、見積書、およびその経済的評価を基に、特に船殻、艤装設計の深化行い、より実用性の高い船を計画する。

佐々木講師・加戸講師・山上講師
外部講師（高石講師）

平
成
2
5
年
度
第
２
回
講
座
（
通
算
第
５
回

）

月　　　日

担当講師 安東講師・加戸講師・山上講師
安東講師・加戸講師・山上講師・
ＮＡＰＡ（益井講師、遥山講師）

11月27日 11月28日 11月29日 　 　

（水） (木) （金）   

目　　　標

8:00～12:00 　 　 　 　 　

講習会のｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 性能計画（講義及び演習） 船舶算法（講義及び演習） 　 　

性能計画（講義） ・線図作成方法 ・トリム、スタビリティー計算 　 　

・EEDIの背景 ・主要目とRoughBody 　 　 　

・HOPEによるEEDI計算法 　 　 　 　

　 　 　 　 　　

13:00～17:00 　 　 　 　 　

性能計画（演習） 船舶算法（講義及び演習） ＮＡＰＡ計算操作法（演習） 　 　

・ＥＥＤＩの試計算と評価 ・数値計算法 ・容積、縦強度計算 　 　

・試運転解析とEEDI ・HYDRO　ＴＡＢＬＥ作成 ・損傷時復原性計算 　 　

　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

　

今までの講座では消化不十分と思われる性能計画、船舶算法の補講により、しっかりマスターし、次回以降の新規計画に使えるようにする。

平
成
2
5
年
度
補
講
講
座

月　　　日

担当講師 佐々木講師・加戸講師・山上講師 佐々木講師・加戸講師・山上講師
加戸講師・山上講師・

外部講師
　

1月27日 1月28日 1月29日 1月30日 1月31日

（月） （火） （水） （木） （金）

目　　　標

8:00～12:00 　 　 　 　 　

講習会のｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 線図作成(講義) 課題演習（演習） 生産性向上の推進（講義） 新計画船発表、企画討議

第5回までの講習結果の総括（講義） 　 ・計画方針の確認、修正 　 ・新計画船の企画書の審議

・課題説明 　 ・類似船、TYPESHIP調査、比較検討 　 ・主要目等の検討状況報告

基本計画法（講義） 　 ・主要目検討、概略配置検討 　 ・次回までの検討予定

・ ・性能推定 ３ＤＣＡＤの課外講座フォロー、アンケート ・質疑

13:00～17:00 性能計画（講義） 課題演習の実習と発表 船殻構造設計 課題演習 造船所見学

・ ・新計画船の目標の設定調査 ・縦強度、I/Y計算、船級規則について ・主要目表作成、計算書作成（演習）

・ ・新計画船の条件設定 　 ・概略配置図作成 講習会総括

課題演習の説明と演習 ・企画書作成（演習） 海洋開発 ・Powering、主機選定 提出資料とりまとめ（審査資料）

・課題内容の調査、検討（演習） ・中間発表と討議（演習） ・日本の海洋政策（講義） ・プレゼン資料作成 感想文の作成・提出

・グループ別、グループ討議（演習） 　 ・海洋支援船（講義） 　 　

安東講師・加戸講師
外部講師

佐々木講師・加戸講師・山上講師
外部講師

平
成
2
5
年
度
第
３
回
講
座
（
通
算
第
６
回

）

月　　　日

担当講師 佐々木講師・加戸講師・山上講師 佐々木講師・加戸講師・山上講師 佐々木講師・加戸講師・山上講師

課題演習として、デザインコンペ方式にて性能、経済性に優れた船の基本計画を行い、中間評価（特に課題の調査、企画面）を行い、競争力のある船を計画する力を強化する。
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2. 第 1回講座（通算 4回目） 

 期間：平成 25年６月 17日～平成 25年６月 21日 

場所：尾道造船株式会社 

 

2-1 講座内容 

2-1-1 

 

 

 

 

 

 

 

2-1-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-1-3 

概要 

前年度の講座で作成した基本計画船の仕様書、見積書を作成し、経済性評価を行い、

性能だけでなく、経済性にも配慮した船を計画できるようになることを目的とする。

各自の基本計画船について概略仕様書作成、見積資料作成、概算見積を行い、建造コ

ストの内訳構成、算出法を理解した。各自算出した建造コストとマーケット船価との

乖離を実感し、コストダウンの重要性を理解する。運航採算の計算法、評価法を学び、

運航採算の中に占める船価、燃料費、人件費の意味と割合を理解する。 

 

講座の時間割を表 1-1に示す。 

１日目 AM 前回作成の各自の計画船の主要目表、計算書の評価説明 

 PM 講師の評価説明に基づき各自主要目、計算書、配置図、パワリング修正

２日目 AM 仕様書の説明と各自計画船の概略仕様書作成 

 PM 経済性の講義と各自計画船の見積演習 

３日目 AM 運航採算の講義と採算計算および採算性評価演習 

 PM 経済性評価に基づきコストダウン方策 

４日目 AM 経済性検討結果の発表と質疑応答 

 PM 海運実務者による造船、海運事情講演 

５日目 AM HOPE Lightによる船型最適化の講義 

 PM 自己評価の発表と質疑応答 まとめ 

 

第１回講座では、前年度の第１～３回講座で作成した各自の基本計画船の主要目表、

およびHOPE Light、NAPA等の計算ツールを用いて精査を行い、ほぼ完成させた。

見積、経済性評価を行い、技術面だけでなく、経済的にも成立して初めて商品となる

ことと、その難しさを知る。 

 

2-2 狙い 

2-2-1 主要目表の修正、完成 

第１回講座では、前年度の第１～３回講座でデザインスパイラルを回して作成した各

自の計画船の主要目表及びHOPE Light、NAPA等の計算ツールを用いて精査を行い、

ほぼ完成した基本計画結果の評価を行った。DWT、船速、Hold容積等の設計条件を

満足するだけでなく、適正なマージンが取れているか、計画書、各種計算書と整合性

がとれているかの評価を行い、不整合、マージンが不適切と評価された箇所について

修正作業を行った。設計条件を満足しているだけでなく、適正なマージンをもって成

立しているかが重要であることを知る。 

 

2-2-2 概略仕様書作成 

仕様書、概略仕様書の役割と内容を理解するとともに、各自の基本計画船の概略仕様

書を作成し、作成法を理解する。従来の業務では他者が作成した仕様書を読んで、設

計作業をしてきたが、作成の苦労を知ることにより、行間に込められた意図を読み取

ることにより理解度を高める。 
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2-2-3 経済性評価（見積） 

建造コストの算出法を知り、また、船殻、船装、機装、電装、設計のコスト構成比、

及び材料費、工費の構成比を理解する。各自の基本計画船について技術だけでなく、

経済性にも関心をもって計画することが重要であることを知る。 

 

2-2-4 

 

 

 

 

 

2-2-5 

 

 

 

 

2-2-6 

経済性評価（運航採算） 

運航採算の計算法を知り、運航採算の中での船価（船費）、燃料費（運航費）の割合を

知り、省エネ船の成立要件を理解する。運航採算ではこの他に運賃、人件費、航路、

船速、金利等多くのパラメータの影響を大きく受ける。これらのパラメータをどのよ

うに設定し、経済性評価する方法を学ぶ。 

 

海運実務講演 

外航海運での造船事情概要 

顧客、荷主等の要望を踏まえた海運事情 

船舶における環境・技術対応 

 

HOPE Lightを利用した船型最適化 

HOPE Lightを用いた最適要目の探査演習 

（主要目、プロペラ要目、主機などを変化させてパラメタスタディを実施） 

HOPE Lightの使用マニュアルの関連ページを具体的に説明 

主要目を変更し、馬力、操縦性、シーマージン、EEDIの変化を確認 

 

2-3 達成度 

2-3-1 主要目表の修正、完成 

昨年度までの基本計画では、設計条件を満足する計画船は出来たが、まだ、DWT や

船速推定に過大なマージンが含まれているケースも多くあり、適正なマージンを取っ

て成立させるように修正した。また、主要目表と諸計算書に１カ所に修正に伴う関連

箇所の修正が出来ていないことによる不整合があり、これを修正し、常にこれを管理

する習慣をつけるように指導した。 

 

2-3-2 仕様書作成 

仕様書は一般、船体、機関、電気、等の専門パートに分かれるが、これを一人で全て

カバーするのは困難であるが、概略仕様書のレベルでは、一通り内容理解出来るよう

に説明し、各自の基本計画船の概略仕様書を作成したが、出来たのは一般部と船体部

の現在の仕事で担当して良く知っている分野の範囲に留まっている。特に船装、機装、

電装関係は今後講義も含め学習していく必要がある。 

 

2-3-3 経済性評価（見積） 

各自基本計画船の見積資料と見積書の作成を行った。見積資料作成には計画船の

DWT 推定のための重量推定をさらに細分化する必要があり、艤装内容の理解度とも

関連し、時間制約とデータ不足もあり、難しかったようである。見積計算はその計算

法、建造コストの構成の理解は深まった。また、各自が算出した建造コストがマーケ

ット船価と比べ、かなり高目の結果になったことに対し、造船業の置かれている経済

的に難しい環境とコストダウンの重要性を再認識した。 
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2-3-4 

 

 

 

 

 

 

2-3-5 

 

 

2-3-6 

 

経済性評価（運航採算） 

各自基本計画船の運行採算計算を行い、運行採算の計算法を理解できた。運賃、金利、

船舶費、運航費等、普段なじみのない項目について、その意味を知り、その数値が国

際経済の中で大きく変動する不安定な数値であること知り、運航採算の難しさを理解

した。また、この運航採算の評価指標を各自の計画船の経済性評価にどのように結び

つけていくかが、今後の大きな課題であること理解した。 

 

海運実務講演 

顧客、荷主の視点から、船主がどのような経済船・環境船を求めているかを理解した。

 

HOPE Lightを利用した船型最適化 

船型最適化の作業フローについて説明し、関連する作業に必要なHOPE Lightの出力

シートの詳細説明を実施した。HOPE Lightの出力には、推進性能、操縦性能、耐航

性能、主機、プロペラ、舵及び省エネ装置があるため、それぞれのシートに出力され

るデータの理解が深まった。 

 

2-4 感想 

2-4-1 主要目表、諸計算書、見積書、仕様書の修正、完成 

基本計画のデザインスパイラルを回して進めていくと、各種計算書、検討資料も各種

出来上がっていく。その結果を一部修正すると、関連する他箇所の修正が必要になる。

修正は繰り返せばその分、最適計画に近づき良いものとなるが、落ちなく効率良く行

うのは難しい。基本計画を何回も繰り返し行い段々に習得していく必要がある。また、

関連する項目や書類の落ちなく行うには、日常の資料の管理と几帳面さが必要である。

基本計画のテクニックとともにマインドも習得することが肝要である。 

 

2-4-2 経済性評価 

今回の講座を通じて、経済性に関する理解と関心が高まったものと思う。理論だけで

なく海運会社の実務担当者の話を聞く機会を得て、海運経済性の重要さ、難しさを理

解したものと思う。受講生の自己評価のポイントも今回の講座の前後で最も評価ポイ

ントの上がったのはこの経済性評価である。 

 

2-4-3 HOPE Lightを利用した船型最適化 

HOPE Lightを利用するための基礎知識は得られたが、実際に使用して船型の最適化

を実感するというところまでは、時間的に到達できなかった。例えば、船型を変更し

てEEDIを計算するなど、実務的な作業が必要との認識になった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 講義風景 受講生による課題発表 
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3. NAPA補講講座 

 期間：平成 25年９月 12日～平成 25年９月 13日 

場所：NAPA Japan株式会社 

 

3-1 講座内容 

3-1-1 

 

 

 

3-1-2 

 

 

 

 

 

3-1-3 

概要 

第２回講座においてNAPAを用いた諸検討が予定されているため、本講座ではこのレ

ベルに達するための準備（補講）と位置付ける。 

 

講座の時間割を表 1-2に示す。 

1日目 AM 船体形状変更の復習（Hull Transformation）、区画定義の復習（講義）

 PM 区画定義の復習（演習）、積付、復原性、縦強度計算の復習（講義、演習）

2日目 AM 乾貨物船を対象とした確率論損傷時復原性計算（講義） 

 PM 乾貨物船を対象とした確率論損傷時復原性計算（演習）、質疑応答 

 

受講生は、まだ、NAPAについて熟知している状況ではなく、前回の講座から時間が

経っていることもあり、再度NAPAの操作と、前回出来なかった損傷時復原性を中心

に講義及び演習を行った。 

 

3-2 狙い 

3-2-1 次回講座に必要な以下の操作がNAPAを用いて出来るようになること。 

(1) Hull Transformationの操作が出来る。 

(2) 区画モデルの作成、修正が出来る。 

(3) 積付計算（特に、縦強度の許容値による評価）が出来る。 

(4) SOLAS2009に従った確率論に基づく、DryCargoのDamaged Stability計算が出

来る。 

 

3-3 達成度 

3-3-1 今回の講座の目標は 80％程度は達成出来た感触であったが、受講生により理解度が早

い人、遅い人の差があった。狙い(1)～(4)に対する達成度は以下の通りである。 

(1)受講生全員が概ね目標を達成した。 

(2)設計変更に対する追従性の高い区画定義のテクニックは受講生全員理解出来たが、

実際に手を動かし区画モデル作成の練習を行うと、人により進捗に差が出た。日常

業務でNAPAをよく使用している受講生は比較的進捗が早い傾向にあった。 

(3) 受講生全員が概ね目標を達成した。 

(4) 規則背景や浸水計算の概念は理解出来た。しかし、受講生の 1/3 は実務で当

Damaged Stability計算を行った経験が無く、実務で経験が無いとやはり理解度は

少々遅い印象。 

 

3-4 感想 

3-4-1 講座のときだけ使用していたのでは、NAPAの使用方法をすぐに忘れてしまうため、

できる限り継続して使用することが必要。これに関連し、次回講座までに受講生各自

のNAPA 3Dモデルの改善（設計変更に対する追従性の高い区画定義のテクニックを

適用）を行うこととし、操作上不明点などあればNAPAカスタマーサポートを利用す

るようアナウンスした。 
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 NAPA操作方法の復習 質疑応答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 NAPA講師による個別指導 NAPA講師による個別指導 
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4. 第 2回講座（通算 5回目） 

 期間：平成 25年 10月７日～平成 25年 10月 11日 

場所：株式会社渡辺造船所 

 

4-1 講座内容 

4-1-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-1-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-1-3 

概要 

前年度の講座で作成した基本計画の仕様書、見積書、経済性評価書を基に、船殻、艤

装関係の講義と演習を行う他、船殻、艤装設計の深化を行い、より実用性の高い船を

基本計画する。昨年度より各自①設計条件を満足する基本計画を行う。②DWT、船速

等のマージンの適正化を図る。③コスト、燃費等の経済性を考慮した計画とする。④

船殻、艤装に対する知識を深め実用性の高い基本計画船とする。⑤各自の計画船の特

徴を出し、競争力のある基本計画船とする等、目標を定め逐次向上してきた。今回は

その一応の集大成の講習とした。 

 

講座の時間割を表 1-3に示す。 

１日目 AM 前回作成の計画船の主要目表、計算書、仕様書、見積書の評価説明 

 PM 船殻構造の講義と演習 

２日目 AM 船殻重量、重心計算の講義と演習 

 PM NAPAによる縦強度計算の講義と演習 

３日目 AM 外艤装（係留計画）の講義と演習 

 PM 管艤装、塗装の講義と演習 

４日目 AM 機装の講義 

 PM 性能計画の講義と演習 

５日目 AM 3D-CADの活用に関する講義 

 PM 演習結果の発表と質疑応答 まとめ 

 

今まで継続して行ってきた各自の基本計画船は今回でひとまず完了とする。どこまで

完成度を上げられるか、特に特徴のある競争力のある計画船にまとめ上げられるかが

ポイントである。そしてこの結果、経験を生かして新たな課題の基本計画に取り組む

ものとした。 

 

4-2 狙い 

4-2-1 基本計画の競争力強化のための色付け 

設計条件を満たし、船価が安いだけでは競争力のある基本計画船にはならない。自社

あるいは計画者の意図を反映した特徴を出す必要がある。それを基本計画船の色付け

として考えてもらうことにした。自社の強み、あるいは置かれている状況を考慮し、

どんな基本計画船とするかを考え、それを基本計画、見積書、仕様書に反映させるこ

とを学習する。 

 

4-2-2 船殻構造設計と船殻重量推定 

縦強度の理論的な背景及び船体中央断面係数の具体的な計算法を学習する。計画の初

期段階ではチャートから LBD からだけで船殻重量を推定したが、計画が進んだ段階

で、中央断面図から船殻重量、重心を計算する方法を学習する。 
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4-2-3 NAPA計算演習 

中央断面図作成、I/Y 計算の結果より縦強度の検討を行う方法を演習する。この結果

により、初期縦強度検討では保留としたHeavy Ballast等の成立が厳しい状態での縦

強度の成立性の確認を行い、必要あれば Hold 寸法等を変更することを演習する。さ

らに余裕あればDamaged Stabilityの確認も行う。 

上記内容を、９月のNAPA補講講座で習得した計算方法や設計変更に対する追従性の

高い区画定義のテクニック等を活用し、演習を進めた。 

 

4-2-4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-2-5 

 

 

 

 

 

4-2-6 

艤装計画（外艤装、管艤装、塗装） 

艤装計画、中でも計画段階で重要な係留計画、バラスト管計画、塗装計画について学

習し、各自の計画船の深化と色付けを行う。艤装数の計算から係留装置の仕様決定法

を学ぶ。管艤装の一般とBulk Carrier、Tankerで重要役割をする、CO、WB、Piping 

Diagramの作成法を学ぶ。塗装は全体のコストに占める割合は比較的小さいが、塗装

仕様の選択や船主対応によっては一歩間違うと船全体に与える影響が極めて大きいた

め基本計画段階で最低限知っておくべきこと、PSPCが基準化される経緯から内容及

び船舶塗装の今後等についてPSPC研修で使用したテキストを用い基本計画者として

の必須項目を習得する。 

 

機装 

ディーゼル機関を中心に機関艤装の専門家による講義を行った。受講生は船体担当で

あるので、機装について細部の専門知識の必要性は低いが、基本計画者として特に船

型、性能、主機選定、燃費の知識は重要である。外部講師により正確な基礎知識を身

に付けてもらうことを目的とした。 

 

性能計画 

実際のデータに基づき、韓国、中国との差別化を意識した船型計画の必要性を講義。

また、設計ツールとしてのExcelの高度利用など、昨年に引き続き差別化技術の習得

を狙った。 

 

4-3 達成度 

4-3-1 基本計画の競争力強化のための色付け 

実務でもなかなか難しい課題であり、重要性は理解したが、各自の基本計画船で具体

的に適用するまでには至らなかった。 

 

4-3-2 船殻構造設計と船殻重量推定 

各受講生が計画した船型の船体中央断面係数の計算を行うことにより、縦強度につい

てより具体的な理解が出来た。計算方法については理解したが、データ不足で各自の

計画船にそのまま適用するには不十分であった。 

 

4-3-3 NAPA計算演習 

縦強度計算までは達成出来た。計算不成立時の区画変更まで行った受講生は少数であ

った。 

 

4-3-4 

 

 

 

 

艤装（外艤装、管艤装、塗装） 

外艤装の係留装置、操舵装置の理解度は十分深まった。管艤装は配管抵抗等流力学、

材料力学、熱力学の知識は必要で奥が深い分野であるが、管装置の基本的部分の理解

が得られた。塗装は初めての受講者が多く一部を除いて完全に理解するには至らなか

ったが、各位の塗装の重要性の認識が深まった。 
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4-3-5 

 

 

 

 

4-3-6 

 

機装 

機装について概要は聴いて知っていたが、きちんと基礎を学ぶ機会は無かったと思う。

ディーゼル機関の専門的な部分については十分な理解が出来たか不安はあるが、十分

に理解が深まったと思う。 

 

性能計画 

性能関連の補講の必要性の声が上がるなど、危機感は伝わったものと思われ、十分と

は言えないが、それなりの達成度はあったものと判断する。 

 

4-4 感想 

4-4-1 基本計画の競争力強化のための色付け 

実際の業務でもなかなか難しい課題であり直ぐに結果は出せないが、常にこれを念頭

に入れて計画を行うことは重要であり、次回に選択課題による新規計画をすすめる上

で良い検討になったと思う。 

 

4-4-2 船殻構造設計と船殻重量推定 

短い時間で船体中央断面係数の計算演習まで行うという密度の高い講義であったが、

予定の内容をこなすことができた。ただ、時間内に計算結果を出すことを優先した演

習内容としたので、受講生は後で計算過程を吟味して頂きたいと思う。計画担当者が

船体配置や積み付けの検討を行う際に縦強度への配慮は必要なので、この講義及び演

習が理解の役に立てば良いと思う。 

 

4-4-3 艤装計画（外艤装、管艤装、塗装、機装、電装） 

従来艤装について、きちんと講義する機会なかったため、今回改めて基礎からの講義

を行った。職場で艤装設計を行っている受講生に取っては良く知っていることであり、

担当分野外の人に取っては初めて聴く項目であったと思う。基本計画者は艤装も含め

幅広い知識が求められるので、良い機会であったと思う。受講生には、基本計画書と

して広く深い知識は必要であり、好奇心があれば広く浅い知識は習得出来るが、広く

深く知識を身につける為には、しっかりとした自覚と努力が必要と話した。この講義

を契機に自ら学ぶことを期待している。基本計画段階では塗装を学習する機会がなか

なか取れないが、今回、一通り学習することが出来たのは受講生のポテンシャルアッ

プにはよかったと思う。今後は折りに触れてテキストを参照し、また、最新の動向に

関心を持つことにより、塗装の必須項目が段々と自分の物になっていくと考えられる。

 

4-4-4 性能計画 

これまでの講座でもそうであったが、全てをカバーしようとすると耳学問的な座学に

なり、実際に身に着けてもらうとなると、何かに絞り込んだ演習となる。耳学問は受

講生の受けは良く、分かってもらったかのような感想が聞こえるが、復習してみると

ほとんど理解されていないことがこれまで多かった。今回も、そのジレンマは常にあ

り、講義と演習時間の配分に苦慮した。 
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 講義風景 外部講師による講義風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 NAPA講師による演習風景 受講生による課題発表 
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5. 補講講座 

 期間：平成 25年 11月 27日～平成 25年 11月 29日 

場所：リファレンス博多貸会議室 

 

5-1 講座内容 

5-1-1 

 

 

 

 

 

 

5-1-2 

 

 

 

 

 

 

 

5-1-3 

概要 

前年度から今年度第２回講座まで、通算５回の講座で基本計画の方法、テクニック、

マインドについて講義及び演習を行い、一通り修了した。駆け足で行って来たため、

一部消化不良の面も見られた。受講生にアンケート調査したところ、線図作成法、性

能計画、船舶算法計算及びNAPAについて、再度学習したいとの要望が強かったので、

補講講座を実施した。 

 

講座の時間割を表 1-4に示す。 

１日目 AM 性能計画（EEDI計算）講義 

 PM 性能計画（EEDI計算）演習 

２日目 AM 性能計画（線図）演習 

 PM 船舶算法（HydroTable作成）講義及び演習 

３日目 AM 船舶算法（TrimStability計算）講義及び演習 

 PM NAPA計算法演習 

 

本講の単なる補修ではなく、本講では突っ込みが足らなかった計算テクニックまで、

踏み込んで講義と演習を行った。 

 

5-2 狙い 

5-2-1 性能計画法 

第２回講座の反省もあり、EEDIという観点に絞り込んで実習を行った。EEDIに関

しての背景説明などは出来るだけ簡略化し、EEDIがどのように成立したかを、実際

のBulk Carrierのデータに基づいて計算し、今のガイドラインの裏舞台が見えてくる

まで、演習を重んじる講義内容とした。 

 

5-2-2 船舶算法 

船舶算法の諸計算は、実務ではNAPAや専用ソフトを用いて計算しており、基本計画

者が手計算で行う機会は少ない。このため、計算法や数値計算法がブラックボックス

化している。本講座ではその計算理論を学習し、簡単な例題を演習した。補講では実

務レベルの船舶計算（HydroTable 作成、TrimStability 計算、Cap 計算）が Excel

を用いて出来ることを実習した。Excel での計算演習により、船舶算法の理解度を上

げる。 

 

5-2-3 NAPA計算演習 

第２回の講座で不十分であった縦強度計算及びDamagedStability計算をNAPA講師

の指導にて行い、NAPA の使用法をマスターし、各自計画船の NAPA 計算を完了す

る。 
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5-3 達成度 

5-3-1 性能計画法 

EEDIの絞り込んだ講座は、ほぼ成功したと考える。自分でEEDIの計算が可能にな

ったこと。EEDIの背景にあるものが何かも、実際に自分でベースラインを計算する

ことで実感出来たという声が聞こえた。一方、線図作成については、上流の作業だけ

の概要説明に終わり、不十分なものとなった。 

 

5-3-2 船舶算法 

日常、Excelを使い慣れている受講生は船舶算法の理解度が十分高まった。一方、Excel

がまだ十分使いこなせていない受講生に取っては、Excel 関数の使い方等で戸惑うこ

とが多かった。今やExcelは工学系技術者に取って手放せないツールであり、その意

味でも「Excelによる船舶算法」は良い刺激となった。 

 

5-3-3 NAPA計算演習 

受講生全員が計画船のNAPA計算を完了することは出来なかったが、各自NAPA講

師のサポートを受けながらNAPAの使用法をマスターすることができた。 

 

5-4 感想 

5-4-1 性能計画法 

差別化技術として重要な線図作成については、その重要性は伝わったものの、具体的

に何をどうするかまでは十分な説明が出来ず、次回の課題となった。 

 

5-4-2 船舶算法 

各講座の間に補講講座を入れるのは今回初めての試みであったが、理解度高める上で

有効であると思われた。進捗の遅れている受講生の為だけでなく、全員を対象とした

ことで、「単なる落ちこぼれ対策のリピート講座」ではなく、本講座では取り上げなか

った観点から講座を行ったことは、受講生の理解度を高める上で非常に良かったと思

う。 

 

5-4-3 NAPA計算演習 

NAPAは設計ツールの一つであるが、要目、区画などの設計変更によるモデル変更が

迅速に行えるツールである。NAPAをどのように活かせばより早くより精度の高い設

計が行えるかを学んだと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 講義風景 NAPA講師による演習風景 
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6. 第 3回講座（通算 6回目） 

 期間：平成 26年１月 27日～平成 26年１月 31日 

場所：北日本造船株式会社 

 

6-1 講座内容 

6-1-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6-1-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6-1-3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

概要 

前回の講座までで各自の基本計画船の演習は終了とし、今回から選択課題のデザイン

コンペ方式により新計画船の基本計画を行うこととした。課題を２課題提示し、その

どちらかと、船種をBulk Carrier系統かTanker系統を選択させ、用途、航路、船型

も各自で調査し、性能、経済性に優れた新船を計画することにした。新計画船は本講

座と来年度の第１回講座の２回の講座で完成させるものとし、今回は「どんな船をつ

くるか？」の調査、企画を中心に行うことにした。 

今回から講義よりも演習にウエイトを置いた時間割としたが、講義は新計画船に直接、

間接に関係する課題を行った。 

 

講座の時間割を表 1-5に示す。 

１日目 AM 課題説明、基本計画法講義 

 PM 性能計画、課題演習 

２日目 AM 線図作成法講義 

 PM 課題演習 

３日目 AM 課題演習 

 PM 船殻構造設計講義、海洋開発と海洋支援船講義 

４日目 AM 生産性向上の推進講義 

 PM 課題演習 

５日目 AM 課題演習、性能計画、海洋開発に関する補足説明 

 PM 提出資料とりまとめ 

 

課題演習 

今回の講習の前半では、選択課題として 

(1)中東、アジアを航行域とする浅喫水高経済船…シーズオリエントの課題 

・計画喫水 abt.9.1m以下、全長 200m以下のSemiOpen 型等のHandySizeBulk 

Carrier又は、38型ChemicalTanker（IMO TypeⅡ）（幅は 32.2m以下には限定

しない） 

・EEDI PhaseⅡを満足する省エネ船（船速は限定しない） 

(2)新パナマ運河を航行する新しい大型高経済船…ニーズオリエントの課題 

・新パナマ運河と、これを有効活用する船型を調査し、基本計画を行う。 

・船種、積荷、航路についても調査検討して提案する。 

 

のどちらかを選び、さらに船種をBulk CarrierかChemical Tanker/Product Carrier

船を決め、可能性のあるカーゴ、航路、船型を調査し、企画する。インターネットや

準備した資料を用いて検討すると共に、同じ選択課題を選んだ受講生同士で協議しな

がら、考えを纏めることとした。本講座の後半は、この企画に基づき具体的に新船を

計画することとした。スケジュール表に示すごとく、実務では２週間程度で基本計画

を行うことを想定し、今回と次回の２回の講座にて完成させるものとした。次回講座

（平成 26年度第１回講座）では新計画船を完成させ、さらに仕様書、経済性評価、プ

レゼン資料の作成をするが、今回と次回との間の３ヶ月間を利用して、各自の調査検

討をさらに進めることとし、その間に発生した質問や確認事項はE-Mailベースで情報
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ある。(2)の課

か、経済的に

流れと各設計

基本計画のデ

ルにおける注

けでなく客先

いくこと等を学

て学ぶ。 

結果に点数を

成した。調査

こととし、基

後に提出の資

を与えられて

くなりつつあ

みを与え、各

航路は？船型

力を評価する

あれば 20,000

取ろうとする

するか？DW

課題は船型上の

に有利となる調

計ステージにお

デザインスパイ

注意点や設計条

先（船主）も重

学ぶ。 

 

をつけ

査企画

基本計

資料を

てスタ

あり、

各自で

型は？

ること

0DWT

ると船

WTの

の制約

調査企

おける

イラル

条件の

重要な
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6-2-3 性能計画及び線図作成法 

新船型の開発は、主要目の選定だけでは不十分で、そのニーズに合った新しい発想に

よる船型開発が必須である。第３回講座では、補講講座で十分な時間が取れなかった、

そのような場合に必要となる線図の基礎知識について講義と演習を行った。まず、各

自に、どのような講義を希望するかを 30分程かけて各自の意見聴取を実施した。その

結果、性能との関連が深いプロペラや舵の設計や、耐航性、操縦性を含む全体性能と

の関連で Cp 曲線やフレームラインをどのように纏めるかを理解したいという要望が

大部分であった。講義も、それを受け、Cp曲線と性能の関連性、原理、原則、フレー

ムラインと性能の関連性、プロペラや舵の設計法、省エネ装置の利用方法などを中心

に講義と演習を行った。 

 

6-2-4 

 

 

 

 

6-2-5 

 

 

 

 

 

 

 

6-2-6 

船殻構造設計 

第２回講座の縦強度演習の成果をレビューすることにより、主要寸法および船体の断

面形状がどのように縦強度および船殻重量に影響するかについて理解を深める。また、

船級規則の縦強度の考え方を理解する。 

 

海洋開発と海洋支援船 

日本の海洋開発の歴史、海洋基本法制定等の日本の海洋政策、EEZの国際的な動き、

そして日本に与えられた広大なEEZを利活用、管理、保護していくことがこれからの

日本の役割であり、中小型造船業もビジネスとして取り組くめる可能性があることを

説明した。海洋機器にはリグや調査船のような主機材だけでなく海洋支援船等の補助

機材も重要であり、これからの中小型造船業で取り組む可能性のあること、海洋支援

船の概要について関心を持ち理解する。 

 

生産生向上の推進 

基本計画者が計画するのは「船」ではなく「造船」であること。誰が、どこで、どの

ようにして、を常に念頭に入れて計画を行うこと。コストの大半は計画段階で決まり、

計画決定後にいくらコストダウンしようとしても、その効果はごく僅かであること。

計画段階でのコストの作り込みが重要であることを理解する。 

 

6-3 達成度 

6-3-1 選択課題演習 

通常の設計業務から少し離れるので、一部戸惑いもあったが、各自それぞれ課題を選

択し、インターネットや準備した資料を参考にして新計画船の調査企画に取り組んだ。

会場の事情で最終日半日繰り上げして修了したため、受講生のプレゼンを聴くことが

出来なかったが、さすがに若い人の目の付け所と思わせるようなユニークな発想もあ

り、十分にその効果が期待出来た。受講生 13名の内、９名は浅喫水のHandySize Bulk 

Carrierを、３名は浅喫水の 38型ChemicalTankerを、残り１名は新パナマ運河を航

行する大型Bulk Carrierを選択した。積荷は各自それぞれ苦労しながら、調査して設

定した。その中には普通はない、思いがけない積荷の組み合わせもあり、良い経験に

なったと思う。 

 

6-3-2 基本計画法 

各自の設計の流れに関する知見の整理と、自らの設計作業の位置付けを改めて認識し、

設計条件の設定（マーケティングを含む）の重要さについても理解が深まった。 
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6-3-3 性能計画および線図作成法 

講義の直前に確認した各自の線図に関する疑問に関して、最後に全員にその疑問が解

消されたかを確認した。Cp曲線と性能の関連、プロペラ、舵の設計を理解しないと船

尾形状の設計が出来ないこと、またフレームラインと操縦性の関連など、線図作成に

必要な基礎知識が理解出来たとの回答が多くあり、ほぼ目的は達成された。 

 

6-3-4 

 

 

 

6-3-5 

 

 

 

 

6-3-6 

 

船殻構造設計 

船体主要寸法と縦強度との関係について、より具体的な理解をすることが出来たと思

う。 

 

海洋開発と海洋支援船 

受講生の日常業務からは少し離れており、今までは、さほど関心がなかったが、今回

の講義を契機に関心を持ってもらえたと思う。 

 

生産性向上の推進 

外部講師の話に十分良く耳を傾け、興味深く聴いていた。受講生がこの方面に関心持

ってもらえれば、当初の目的達成出来たと思う。 

講師と受講生との間での生産性に関するディベートも期待していたが、受講生からは

質問のみで、意見が少なく、この点については若干残念であり、今回に限らず質疑応

答、ディスカッションを活性化する方法について検討の必要を感じた。 

 

6-4 感想 

6-4-1 選択課題演習 

今回と次回講座の連続した課題演習のため、作業途中での評価しか出来ないが、従来

の業務ではあまり取り組んだことがない作業のため、苦労していたようある。一方で、

インターネットを活用して様々な情報、データを取り込んでいたのは、さすが、IT時

代の若者達と思われた。大量の情報、データをどのように整理し、活用していくか結

果に期待する。 

 

6-4-2 基本計画法 

各自の知識整理に役立ったと思うが、講義が大部分のため、今後の実作業の中で習得

を確実なものにすることが望ましい。 

 

6-4-3 性能計画及び線図作成法 

今回は、受講生の理解度や疑問点を絶えずウォッチしながらの講義にしたこともあり、

お互いに充実感のある授業となった。特に講義の最後に各自の達成度を確認すること

の重要性を再認識した。 

 

6-4-4 船殻構造設計 

船体の主要寸法や断面形状がどのように縦強度、重量に影響するかを説明したが、受

講生の今後の演習の参考になればよいと思う。 

 

6-4-5 海洋開発と海洋支援船 

受講生の日常業務からは少し離れているが、今回の講義を契機に関心を持ってもらえ

たものと思う。今後、機会をみて海洋関連の講義も行い、今回の選択課題演習の次の

演習では海洋支援船も取り上げる事を検討したい。 
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6.4-6 生産性向上の推進 

外部講師の話に十分良く耳を傾け、興味深く聴いていた。受講生がこの方面に関心持

ってもらえれば、当初の目的達成出来たと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 講義風景 外部講師による講義風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 演習風景（グループディスカッション） 受講生による課題発表 
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7. 3D-CAD課外講座 

 期間：平成 25年 11月～平成 26年３月 

 

7-1 講座内容 

7-1-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

7-1-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7-1-3 

 

 

 

 

 

概要 

大手、中手造船所を中心に 3D-CAD の導入活用が進んでおり、中小型造船所も今後

3D-CADの導入、普及が進むものと予想される一方、3D-CADを使いこなせる設計技

術者の養成が急務である。本講座に参加している造船所も既に導入、活用中のところ

もあれば、これからのところもあり、3D-CADとはどのようなものか理解してもらう

ための入門講座を開催した。3D-CAD はクラウド環境で遠隔利用できる Nupas 

Cadmaticを 3D-CADの代表例として用い、受講生の希望に合わせて、遠隔演習又は

自習とした。参加者は 13名中７名であった。 

 

講座のスケジュールを下記に示す。 

11月 3D-CAD課外講座希望者募集 

 課外講座テキスト作成 

12月 エンジニアクラウドRVEC環境の設定 

 課外講座テキスト（船殻構造設計用Nupas）配布 

 船殻構造設計Nupasの遠隔演習開始 

１～２月 船殻構造設計Nupasの自習開始 

２月 課外講座テキスト（艤装配管設計用Cadmatic）配布 

２～３月 艤配管設計Cadmaticの遠隔演習および自習開始 

３月 3D-CAD課外講座修了 

 

評価 

3D-CADがどのようなものかを理解するまでは比較的容易であるが、自習だけで使え

るようになるのは、なかなか困難なようであった。指導員とPC及びTELを通じて１

対１での講座ではかなり進展したが、業務時間中に自分の席にて講習を受けるのは周

囲の理解が必要なようである。今後も続ける場合にはやり方の工夫が必要である。

3D-CADの理解という当初の目的は達成された。 

 

7-2 狙い 

7-2-1 3D-CADは現場作業の生産性向上の効果は大きいが、使える設計技術者が少なく、設計

工数や設備に費用が掛るため、中小型造船所で使用するのは困難とされてきた。しかし、

最新の3D-CADはGUI機能が格段に向上し、視認性、操作性に優れ、直感的な操作が

可能となり、誰にでも使い易いものとなってきている。また、最近の若手設計技術者は

既にAUTO-CAD等の 2D-CADは使いこなしており、それ程の抵抗感なく移行できる

ものと期待される。まだ使用していない設計技術者にまずは使って試る機会を提供し、

障壁を取り払うことを目的とした。さらに3D-CADが単なるお絵かきソフトではなく、

設計図自身が物量等の属性情報を持ち、船殻重量、塗装面積、管長さ、数量等、従来で

あれば設計技術者が図面から一つ一つ拾って集計していたものが、設計後直ちに算出さ

れる機能等、従来の設計方法、仕組みを変える革新性の高いものであることを実感する

ことを目的とする。今回の受講生は基本計画等の上流設計を担当、あるいは将来担当す

るようになる技術者である。3D-CADは従来生産設計等の下流設計から、徐々にその使

用範囲が拡大し、基本設計等の上流設計に使用され始めており、最上流まで含めた一気

通貫のツールとして広く使用されるようになる日も先のことではない。受講生が、この

新しいツールを社内のメインシステムとして活用するリーダーとなることを期待する。
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おわりに 

 

 設計技術者育成講座も２年目を迎え、白紙からデザインスパイラルを回して最適の主要寸法を

決め線図作成から船舶基本計算まで一貫して計算する、いわゆる基本設計の根幹の習得に挑戦し、

一定の成果を得た一年目に続き、２年目はその錬度を上げる事に加え自ら設計した船の仕様書作

成に始まり、船価見積もり、マーケットとの比較、運行採算計算等の経済性評価に関する学習を

行うことにより競争力のある船を基本計画する力の養成を図った。 

 

一方では、船体艤装、機関、電気、塗装等の船体、船殻基本計画以外の分野についても各々専

門の講師による講座を開き受講生の知識の幅の拡大を試みると共に、造船分野以外の海運実務、

今後の業界動向を見据えた海洋開発についても学習する機会を設けた。 

 

このように、２年目も極めて内容の濃いカリキュラムであることから受講生の負担が大きく計

画どおりの進行が懸念されたが、HOPE Lightに代表される高性能ソフトを受講生が苦労しなが

らも駆使し、新しい事にも積極的に取り組んだ結果予定のカリキュラムを何とか消化出来ました。

これも忙しい日常業務の中を受講生がまじめに取り組み努力した事と講師の方々の献身的な努力

に依るところ大と考えます。 

 

一方で、今回習得した内容が極めて多岐にわたることから、今後も折に触れてその理解度を深

めることが重要であると共に、自らが基本計画した船が客先に何をアピールしているのかを自信

を持って言えるようになる事が重要である。 

 

その為には、マーケッティングを自ら行いどういう船を客先に提供するかを考える習慣を身に

付けることを今後の課題に加え国際競争力のある基本計画者の育成を目指して引き続き次年度事

業の中で実施し達成したい。 

 

 今年度は尾道、神戸、長崎、福岡、八戸で研修を行うことができました。研修場所をご提供い

ただいた尾道造船株式会社殿、株式会社渡辺造船所殿、北日本造船株式会社殿に心より感謝申し

上げると共に、本事業に多大のご理解とご支援をいただいた日本財団に深く感謝します。また、

本事業に理解とご協力いただき、多忙な業務の中、研修に情熱を傾注された講師各位に深く感謝

を申し上げると共に受講生各位のひたむきな努力に敬意を表します。 

 

－ 23 －



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この報告書はボートレースの交付金による日本財団の助成金を受けて作成しました。  

平成 25 年度 「造船所の設計技術者の育成」事業  

報告書  

 

2014年（平成 26年）3 月発行 

 

発行 一般社団法人 日本中小型造船工業会 

   〒100-0013 東京都千代田区霞が関 3-8-1 

            虎の門三井ビルディング 10階 

 TEL 03-3502-2062 FAX 03-3503-1479 

 

本書の無断転載、複写、複製を禁じます。 

 



 
 
    
   HistoryItem_V1
   InsertBlanks
        
     場所: 現在のページの後
     ページ番号: 1
     現在と同じ
      

        
     1
     1
            
       D:20120412175142
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     10
     Tall
     402
     208
    
            
       CurrentAVDoc
          

     SameAsCur
     AfterCur
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0d
     QI+ 2
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base





